
北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略ＫＰＩ達成状況（平成 28 年度末時点）【環境局】

1 

Ⅰ北九州市にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

⑥環境・エネルギー産業の更なる振興 
  ⇒低炭素で安定したエネルギーを地域に供給することを目指し、風力発電・高効率火

力発電の立地や地域エネルギー会社によるエネルギーマネジメントを推進 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

次世代エネル

ギーミックス

の実現（地域

エネルギー拠

点化の推進）

一般海域も活用した洋上風

力・LNG といった高効率火力

発電などの立地を促進し、「地

域エネルギー会社」による電

力、熱、下記の水素を組み合

わせたエネルギーマネジメン

トを通じて、市内外への低炭

素で安定したエネルギー供給

と関連産業の雇用創出、エネ

ルギーコスト低減による地元

産業の下支え・生活しやすい

まちづくりを実現する。

雇用創出数：2,500 人 

（H31 年度までに） 

H27 26 人 

H28 累計 767 人 

新規立地数： 

1 件（H26 年度）⇒ 

16 件（H31 年度） 

H27 5 件 

H28 累計 9件 

経済波及効果：8,900 億円 

（H31 年度まで） 

H27 24 億円 

H28 累計 586 億円 

エネルギーコスト低減率： 

20％（H31 年度まで） 

H27 0％ 

H28 調査中 

  ⇒先端的水素社会の実現に向け、水素の製造・貯蔵・輸送・供給・利用の各関連産業

を促進し、安定・安価な水素供給を推進 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

先端的水素社

会づくり 

水素の製造・貯蔵・輸送・供

給・利用の各関連産業を促進

し、安定・安価な水素供給イ

ンフラ整備を図ることで、副

生水素等の利用最大化とまち

なか水素利用を推進する。 

市内商用水素ｽﾃｰｼｮﾝ数： 

1 か所（H26 年度）⇒ 

5 か所（H31 年度） 

H27 2 か所 

H28 累計 2か所 

市内の FCV 普及台数： 

2 台（H26 年度）⇒ 

300 台（H31 年度） 

H27 10 台 

H28 累計 22 台 

FCV 普及による CO2 削減 

効果：年間 354ｔ 

（H31 年度までの削減量） 

H27 11t 

H28 26t 
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⑦新社会（スマートシティ）創造によるアジア規模の都市展開 
（i）アジアの成長力を取り込み、共に成長する「都市まるごと」輸出 

⇒環境、水などアジア諸都市のニーズが高い分野のハード・ソフトの都市インフラを

パッケージでまるごと輸出 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

都市インフラ

輸出のための

包括的なプロ

ジェクトマネ

ジメントの推

進 

相手都市のニーズが高い廃棄

物、水、エネルギー、公害対

策等の分野において、技術・

政策・制度などのソフト・ハ

ードのインフラをパッケージ

にした「都市まるごと」をオ

ーダーメードで輸出するため

の包括的なプロジェクトマネ

ジメントにより、都市レベル

で事業化まで一貫して支援す

る総合体制を構築する。 

投資金額：500 億円 

雇用創出数：100 人 

(いずれも H31 年度まで) 

H27 投資金額 19 億 

雇用創出数 18 人

H28 累 計 投 資 金 額

88 億 

累計雇用創出数

28 人 

北九州モデル

を活用した都

市インフラビ

ジネスの基盤

強化 

公害克服から環境都市に至る

北九州市の経験とノウハウを

方法論的に取りまとめた北九

州モデルの拡大・充実を図り

つつ、都市インフラビジネス

の基盤を強化し、国内外の関

係機関や民間企業の関係部門

との連携によるアジア輸出拠

点化を目指す。 

雇用創出数：100 人 

（H31 年度まで） 

H27 18 人 

H28 累計 28 人 

（ii）アジアからの人材受入育成拠点の形成による１万人の人材の呼び込み 

 ⇒インフラ輸出促進のための環境・水処理施設等のＯＪＴ(※)受入体制の整備 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

都市インフラ

輸出促進のた

め の 受 入 体

制、人材育成

の整備 

環境・水処理施設等の OJT 受

入体制の整備、視察研修のパ

ッケージ提供、アジア企業に

対するエコタウンなどの実証

研究の場の開放、関係機関と

の連携等による人材受入・育

成体制の強化等を行う。 

視察等受入人数： 

6,249 人（H26 年度）⇒ 

10,000 人（H31 年度） 

H27 6,763 人 

H28 6,239 人 

※ OJT：職場の上司や先輩が、部下や後輩に対し具体的な仕事を与えて、その仕事を通して、仕事に必要な知識・

技術・技能・態度などを意図的・計画的・継続的に指導し、修得させることによって全体的な業務処理能力

や力量を育成すること。 
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 ⇒スマートシティ構築に向けた最先端の社会実証・実装 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

次世代エネル

ギーミックス

の実現（地域

エネルギー拠

点化の推進）

【再掲】 

一般海域も活用した洋上風

力・LNG といった高効率火力

発電などの立地を促進し、「地

域エネルギー会社」による電

力、熱、下記の水素を組み合

わせたエネルギーマネジメン

トを通じて、市内外への低炭

素で安定した・エネルギー供

給と関連産業の雇用創出、エ

ネルギーコスト低減による地

元産業の下支え・生活しやす

いまちづくりを実現する。 

雇用創出数：2,500 人 

（H31 年度までに） 

H27 26 人 

H28 累計 767 人 

新規立地数： 

1 件（H26 年度）⇒ 

16 件（H31 年度） 

H27 5 件 

H28 累計 9件 

経済波及効果：8,900 億円 

（H31 年度まで） 

H27 24 億円 

H28 累計 586 億円 

エネルギーコスト低減率： 

20％（H31 年度まで） 

H27 0％ 

H28 調査中 

先端的水素社

会づくり【再

掲】 

水素の製造・貯蔵・輸送・供

給・利用の各関連産業を促進

し、安定・安価な水素供給イ

ンフラ整備を図ることで、副

生水素等の利用最大化とまち

なか水素利用を推進する。 

市内商用水素ｽﾃｰｼｮﾝ数： 

1 か所（H26 年度）⇒ 

5 か所（H31 年度） 

H27 2 か所 

H28 累計 2か所 

市内の FCV 普及台数： 

2 台（H26 年度）⇒ 

300 台（H31 年度） 

H27 10 台 

H28 累計 22 台 

FCV 普及による CO2 削減 

効果：年間 354ｔ 

（H31 年度までの削減量） 

H27 11t 

H28 26t 

スマートコミ

ュニティ関連

産業の創出 

「まち」のビッグデータを活

用したサービスビジネスの醸

成を図る。 

通信事業者のビジネス実施：1

件 

H27 － 

H28 0 件（事業内容の

検討等実施）

ビッグデータ分析加工サービ

スの立地：3件（H31 年度まで）

H27 －

H28 0 件（事業内容の

検討等実施）

次世代資源国

際循環・リサ

イクル拠点形

成 

リサイクルの高度化を推進す

るとともに、国内外で新たな

事業展開を図り、環境産業に

おける雇用創出とアジア地域

での循環型社会構築を実現す

る。 

雇用創出： 

80 人（H31 年度まで） 

H27 38 人 

H28 累計 45 人 

新事業展開数： 

10 件（H31 年度まで） 

H27 3 件 

H28 累計 6件 
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災害にも強い

広域的・効率

的な廃棄物処

理システムの

確立 

広域的なごみ処理体制の維

持・強化と大規模災害にも対

応した安定・効率的な処理施

設の整備、コミュニティ・ラ

イフスタイルに対応したごみ

収集体制の整備、地域エネル

ギー拠点との連携により、「環

境未来都市」、「連携中枢都市

圏」の形成に寄与する。 

北九州市循環型社会形成推進

基本計画改定（H28 年度） 

H27 改定作業 

H28 改定済 

新日明工場建設事業進捗： 

25％（H31 年度） 

（H32 年度以降も継続） 

H27 9% 

H28 14% 

公害完全克服

に向けた更な

る環境改善へ

の取り組み 

PM2.5 やオキシダント等の汚

染物質を削減し、北九州方式

を完成させ、安全安心の住み

やすいまちづくりを実現する

とともに、中国諸都市の連携

により大気環境改善のための

人材育成を行う。 

環境改善を実施した事業所

数：15 件（H31 年度まで） 

H27 1 件 

H28 累計 3件 

国際協力での指導件数： 

30 件（H31 年度まで） 

H27 4 件 

H28 累計 11 件 

専門家の派遣： 

24 人（H26 年度）⇒ 

120 人（H30 年度まで） 

H27 100 人 

H28 累計 205 人 

海外研修員の受入： 

36 人（H26 年度）⇒ 

180 人（H30 年度まで） 

H27 66 人 

H28 累計 119 人 

環境変化（異

常気象等）に

強い都市づく

り（「環境レジ

リエンス」対

策） 

都市課題である気候変動適応

対策等を率先して推進し、異

常気象等の環境変化に強い都

市づくりを進める。これによ

り、「災害リスクが低い都市」

「事業継続性の高い都市」で

ある本市の強みをさらに増強

する。 

北九州市地球温暖化対策実行

計画・環境モデル都市行動計

画策定（H28 年度） 

H27 策定作業 

H28 策定済 

「気候変動への適応策」に関

する全庁的な会議の開催 回

数：年 1回 

H27 H28.12 追加項目

のため回答なし 

H28 0 回 

「北九州市地球温暖化対策実

行計画・環境モデル都市行動

計画」についての出前講演等

の参加者数： 

累計 3,000 人（H31 年度） 

H27 H28.12 追加項目

のため回答なし 

H28 774 人 

環境教育・ESD

のアジア展開

公害克服の経験をもとに、最

先端の取組を進める本市の環

境教育の手法をアジアに普及

するとともに、「ESD」を通じ

て持続可能な人づくり・場づ

くりを進める。 

子ども用環境学習教材におけ

るニーズ調査等の海外出張回

数(他業務と兼務） 

 82 回（H26 年度）⇒ 

100 回（H31 年度） 

H27 86 回 

H28 93 回 

自然環境体感

ツアー 

市民に対して、自然との共生

への取組に向けた理解を促進

するとともにツアー発着・経

由地へのにぎわい創出等を図

る。 

ツアー参加人数： 

500 人（H31 年度まで） 

H27 73 人 

H28 累計 163 人 
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⇒エネルギー等の成長分野において、地域課題をいち早く克服するための産官学金 

 の連携体制構築 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

次世代産業ク

ラスター（エ

コシステム）

の構築

市が強みを持つエネルギー・ロ

ボット等の成長分野において、

地域課題をいち早く克服し、ア

ジアのチャレンジ・イノベーシ

ョン拠点化と都市まるごと輸

出を強力に展開するため、産官

学金の連携体制を構築するも

の。

・1兆円規模の産業集積 H27 906 億円 

H28 累計 1,537 億円 

一部調査中 

・4,000 人の雇用創出 H27 270 人 

H28 累計 1,154 人 

・年間 1万人のアジア人材 

受入

H27 6,764 人 

H28 6,239 人 
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Ⅳ時代に合った魅力的な都市をつくる 

⑤福岡県北東部地域市町との連携のさらなる強化 
  ⇒連携中枢都市圏「北九州都市圏域」による『きりん』の輝き推進事業の実施による

「北九州都市圏域」を形成する近隣16市町と連携、圏域の包括的な魅力向上 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

環境ミュージ

アム展示改修

事業（地方創

生推進）

環境ミュージアムの展示施設

等を改修することにより、世

界遺産等との回遊性を高め、

にぎわいを創出するととも

に、多くの市民等から愛され

る魅力的な環境ミュージアム

を目指す。 

環境ミュージアム利用者数：

13.1 万人(H27 年度)⇒ 

14 万人(H31 年度) 

H27 131,092 人 

H28 131,690 人 

⑧シビックプライド(北九州市への愛着・自信・誇りなど）の醸成 
  ⇒持続可能なより良いまちを目指して、多様な主体が協働し、資源を活かした 

地域課題解決できる人を育むESDの普及促進 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標
ＫＰＩ実績 

ESD 活動支援

事業 

「世界の環境首都」を目指す

本市において、その基盤とな

る持続可能な社会づくりを担

う人づくりを進めるため、国

連など世界規模で進められて

いる ESD を推進する。

ESD の認知度 

5.5％（H25 年度）⇒ 

12.0％（H31 年度） 

H27 5.5％ 

H28 5.9％ 


